
 

令和２年９月１０日 

 

 浸水状況共有システムの実証実験を開始します  
 

1.概要 

 国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所では、近年の度重なる大規模な豪

雨災害の発生を踏まえ、洪水等の水防活動・防災業務、住民の早期避難行動を支援

し、あらゆる関係者による防災・減災を推進することを目的として、新技術を活用

した「簡易浸水センサ等を用いた浸水状況共有システムの実証実験」を宮川（勢田

川）流域で、令和２年９月より開始を予定しています。 

 今年度は、伊勢市内に 33 箇所の簡易型浸水センサ等を設置し、国・三重県・伊 

勢市の関係者間で浸水状況を共有できるシステムにより、実際の大雨や降雨時の浸

水状況や排水施設の稼働状況などをリアルタイムで確認し、効果の検証等を行いま

す。 

今後、この実証実験を踏まえ、「宮川水系流域治水プロジェクト」において取り

組んでいく予定です。 

 

2.参考資料                   

別添－１：浸水状況共有システムの概要 

別添－２：簡易浸水センサ等の設置位置図 

別添－３：簡易型浸水センサ等の設置状況 

 

3.問合せ先 

国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所 

TEL 059-229-2211 FAX 059-229-2257 

                 

 

 

令和２年９月 伊勢市長定例記者会見 発表資料 








